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１．はじめに 

 2014年度日本語能力試験の応募者数は12,609名だった。 

 1984年に設立された日本語能力試験が本年（2014年）をもって 30周年を迎えた。初回

の受験応募者数が僅か 1200 名（国際交流基金のデータによると世界での受験応募者総数

は 7000 名）だったが、30 年後の現在と比べて何と 10 倍を超えるという驚くべき増加が

見られる。因みに、一番ピークとなった年は 2009 年度の 20,637 名だった。翌年の 2010

年は応募者が顕著に減少したが、その後安定してきているように見える。 

 下の図１と図２は1984年から 2014年日本語能力試験の応募者数と受験者数及び受験率

を示している。 
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２．2011年度の実施に関するデータ 

 次は2014年度日本語能力試験の実施に関する報告である。 

 

2.1 応募手段 

 下記表１で分かるようにオンライン申し込みとセンター申し込みの二つの手段がある。

十年間の申し込み比率データを見比べると、オフラインからオンラインへと移り変わり

つつあることが分かる。だが、インターネットの使い慣れない人のためにはセンターで

の申し込みは維持すべきであろう。 

 なお、オフラインの申し込み受付（センター申し込み）は香港日本語教育研究会本部、

そして香港日本文化協会日本語講座と第一日語暨文化學校、あわせて 4 か所で行なわれ

ている。 

 

表１ 2005年〜2014年 応募手段の推移（香港・マカオ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 受験料の支払い 

 表２は申込後の支払いデータである。やはり従来の小切手による支払い手段よりも PPS

（電話やインターネットバンクを通して決済可能の電子マネーの一種）やコンビニ決済

が圧倒的多い。 
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表２ 2009年〜2014年 オンライン申込の支払い手段の推移（香港） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 試験会場 

 表３は2014年度試験が行われた会場である。 

 例年通り最も大人数が収容可能の九龍灣国際展貿中心（KITEC)がメインとなっている。

受験者にとって交通の便がよいとは決して言えないが、受験者数とコストを考慮すると

よりふさわしい場所は現時点ではなかなか見つかりにくい。 

表３ 2014年度試験会場リスト（香港） 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 応募者数及び受験者数 

 表４は2014年度の受験応募者数及び受験者数のデータである。 

 2014年度の各レベル全体における受験率は85パーセントを超えている。 

 ※JLPTの実施から30年間の各年度の受験率は上（図２）参照 

表４ 2014年度応募者数・受験者数と受験率（香港） 
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３．応募者に関するデータ 

 願書より得た応募者に関する基本の情報（3.1から3.3項）。 

 ほかに独立行政法人国際交流基金によるアンケート調査（3.4 項から 3.8 項）が受験願

書に設けられており、下記が内容をまとめたものである。 

3.1 性別 

3.2 年齢 

3.3 母語 

3.4 日本語学習の場 

3.5 受験目的 

3.6 職業 

3.6.1職業の種類 

3.7 日本語との接触媒体（メディア） 

3.8 日本語を使用する相手 

 

3.1 性別 

 表５は応募者の性別比率データである。 

 

表５ 2014年度 応募者の性別（香港） 

 

 

 

 

 

 

3.2 年齢 

 各レベルにおける応募者の年齢分布が次の図３（7 月試験）と図４（12 月試験）で示

してある。 応募者は20代が中心となっている。さらにしぼってみると年齢では20歳か

ら 23 歳が一番多かった。また、応募者中には 7 歳の最少年者が１人（7 月試験）、70 歳

の最高年者が２人（12月試験）のデータも見られた。 
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3.3 母語 

 表６及び表７は応募者の母語を示しているものである。 

 中心となっている母語（広東語）のほかに、わずかだが他の言語を母語としている受

験生が見られる。 

表６ 2014年 7月試験 応募者の母語（香港） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表７ 2014年 12月試験 応募者の母語（香港） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.4 日本語学習の場 

 以下（3.4 項から 3.8 項）は願書に設けられた、独立行政法人国際交流基金によるアン

ケート調査内容である。 

 アンケート調査の質問： 

 あなたに最も当てはまるものを一つ選んで、□に記入してください。 

 アンケートの結果：   
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表８ 日本語学習の場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.5 受験目的 

 アンケート調査の質問： 

 あなたが今回の試験を受ける目的を一つ選んで、□に記入してください。 

 アンケートの結果： 

表９ 受験目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.6 職業 

 アンケート調査の質問： 

 あなたの職業について、一つ選んで、□に記入してください。 

 アンケートの結果： 
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表１０ 職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.6.1 職業の種類 

アンケート調査の質問： 

※上の「表１０‐職業」で５を選んだ人に聞きます。 

あなたに最も当てはまるものを一つ選んで、□に記入してください。 

アンケートの結果： 

表１１ 職業の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

3.7 日本語との接触媒体（メディア） 

 アンケート調査の質問： 

 あなたは教室の外で何を通じて日本語を聞いたり読んだりしますか。当てはまるもの

を選んで、○で囲んでください。 

アンケートの結果： 
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表１２ 日本語との接触媒体（メディア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.8 日本語を使用する相手 

 アンケート調査の質問： 

 日常的に、誰に対して日本語を使いますか。当てはまるものを選んで、○で囲んでく

ださい。いくつ選んでもいいです。 

 アンケートの結果：    

表１３ 日本語を使用する相手 

先生 

 

 

 

 

 

 

 

友人 

 

 

 

 

 

 

 

 
                  143 日本学刊 第 18 号 2015 年 



 

 

家族 

 

 

 

 

 

 

 

上司 

 

 

 

 

 

 

 

同僚 

 

 

 

 

 

 

 

顧客 

 

 

 

 

 

 

 

 
報告  144 


